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 5 月初旬、大河ドラマ「真田丸」のブ

ームに惹かれて岩 櫃山 (803ｍ )に登 った。

真田一族の本 拠 、岩櫃山 は、 200ｍ に及

ぶ 絶 壁 と 険 し い 岩 峰 が 聳 え 立 つ 堂 々 と

したその山容が、人を魅了する。  

 今回は、密岩口から登り平沢口に下り

る計画で、吾妻線郷原駅に降り立ったの

が朝 8 時半。数組の団体登山客が屯して

いるが、この人達に先行されたらクサリ

場の順番待ちが大変と思い、一人先を急

いだ。  

 9 時、水道タンクのある密岩登山口を

過ぎると杉林の中の急登が始まる。  

最 初 か ら 次 々 と ク サ リ や ハ シ ゴ が 現 れ

る。大汗をかいてやっと 9 時半、鞍部に

到着し一息入れた。ここからスリルのあ

る岩稜伝いになる。随所にクサリがあり、

中 に は 腕 力 の み で ク サ リ に す が る 一 枚

岩もある。途中、岩櫃山名物の天狗の架

け橋を通過した。 長さは 7～ 8ｍ だ が、

最 後 の 1ｍ

が 幅 20 ～

30cm の平均

台 の 上 を 通

過 す る 感 じ

で 、 身 の 毛

が よ だ っ た 。 

 そ の 後 も

ク サ リ 場 が

連 続 し 、 鷹

ノ 巣 遺 跡 を

通 過 し 、 大

岩の穴を潜り抜け、更にクサリや

ハシゴを登り、鉄柵沿いに下りて

回りこむと、岩櫃山本峰の肩部だ

った。  

 ここから山頂へは、5～ 6ｍのク

サリと、続く 2～ 3ｍのハシゴ登

りがあり、既に 5～ 6 人が順番を

待っていた。 10 時、順番を待っ

てようやく着いた山頂は、1 坪も

ないような広場に 10 数名がひし

めいている。ゆっくり眺望を楽し

む余裕もない。かといって下りるにもま

た、ハシゴとクサ リの順番待ち であ る。

何 と か 肩 部 に

戻ったのが 10

時 半 。 次 い で

人 の ひ し め く

東 岩 峰 を ク サ

リ の 順 番 を 待

っ て 越 え 、 よ

う や く 平 沢 口

コ ー ス に 向 か

っ た 。 鉄 柵 や

ク サ リ を 伝 い 、

天 狗 ノ 蹴 上 岩

の ハ シ ゴ を 下

り る 。 後 は 標

識 に 従 い 尾 根

道コースを辿り、岩櫃城本丸跡に出たの

が 11 時 10 分。ここはこれまでの殺伐と

した岩の世界と異なり、森閑とした歴史

を感じさせる空間だった。ベンチに座り

真 田 一 族

の 夢 の 跡

を 偲 び つ

つ 昼 食 休

憩 を と っ

た。11 時

45 分、平

沢 登 山 口

に下り、後は 車道をテク テク歩い て 12

時半、お目当ての岩櫃城温泉「くつろぎ

の館」に辿り着き 、 一 日の 汗を 流し た 。 
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